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ＳＲ事例ＷＧ規約 

 

平成２０年 ７月 ８日制定 
 
（目  的） 
第１条 この規約は、ＩＳＯ／ＳＲ国内委員会（以下、「国内委員会」という。）の下

部組織として設置されたＳＲ事例ＷＧ（以下、「事例ＷＧ」という。）の運営につい

て定める。 
 
（事例ＷＧの事務） 
第２条 事例ＷＧは、中小企業等において社会的責任の指針の利用を促進するための

検討を行う。 

 
（構 成） 
第３条 事例ＷＧは、委員、関係者及び国内委員会事務局で構成する。 
 
（委員の委嘱） 
第４条 委員は、事務局の代表者が委嘱する。 
２ 委員には、事務局が定める規約に基づき、謝金及び旅費を支払うことができる。

委任状に基づき代理人が出席した場合には、その代理出席者に対し謝金及び旅費を

支払うことができる。 
 
（委員の任期等） 
第５条 委員の任期は、委嘱の開始日から当該年度の３月３１日までとする。ただし、

再任を妨げない。 
２ 委員がその任期中に委員を退任する場合、これを補充することができ、その任期

は前任者の残任期間とする。 
 
（主 査） 
第６条 事例ＷＧに主査を置く。主査は、委員の互選により選任する。 
２ 主査は、会務を総理する。 
３ 主査に事故がある場合は、主査が指名した者がその職務を代行する。 
 
（会議の開催） 
第７条 事例ＷＧは主査が招集する。 
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２ 事例ＷＧは、委員現在数の過半数をもって成立する。ただし、出席数には、委任

状を持った代理の委員の数を含むものとする。 
３ 事例ＷＧには、当該分野を詳細に解説できる説明者等を主査の同意を得て出席さ

せることができる。 
４ 事例ＷＧの議事については、記録を作成し、保存するものとする。 
 
（議 事） 
第８条 事例ＷＧの議事は、主査と事務局の調整のもと決定する。 
２ 委員が発議する事項があるときは、主査と事務局で協議の上、議事として採択す

ることができる。 
 

（会議の非公開） 
第９条 事例ＷＧの会議は、原則として非公開するものとする。 
２ 主査が認めた者をオブザーバーとして参加させることができる。 
 
（記録の公表） 
第 10 条 前条第 7 条 4 項の記録は、公表することができる。 
 

（規約の変更） 

第 11 条 この規約は国内委員会の議決により変更することができる。 

 

 

この規約は、平成２０年 ７月 ８日から施行する。 

 


